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県立学校、臨時休業延長（～５月６日） 

10 日から始まった今回の臨時休業、16 日の緊急事態宣言対象

地域全国拡大に伴って延長となり、既に三週目に入りました。

生徒諸君は課題学習をしっかりと行っているでしょうか。規則

正しい毎日を送ることができているでしょうか。未だに終わり

の形が見えない不安の中で、自分で自分を律する生活は本当に

大変だと思います。我慢の日々を過ごしているのに、連日のよ

うに「感染拡大が止まらない」と報道されていて、思わず耳を

ふさぎたくもなりますね。臨時休業は５月６日までとなってい

ますが、その先がどうなるかは、予断を許さない状況です。貴重な高校生活なのに、時間だけが過

ぎて行ってしまう焦りや失望もあるかもしれませんが、嘆いてばかりいても仕方ありません。法政

大学の田中優子総長は、パオロ・ジョルダーノ著「コロナの時代の僕ら」（早川書房）を読んで、

次のように述べられています。「印象に残ったのは、こういう言葉です。『この時間を有効活用して、

いつもは日常に邪魔されてなかなか考えられない、次のような問いかけを自分にしてみてはどうだ

ろうか。『僕らはどうしてこんな状況におちいってしまったのか、このあとどんな風にやり直した

い？』『僕らは、今からもう、よく考えておくべきだ。いったい何に元どおりになってほしくない

のかを。すべてが終わった時、本当に僕たちは以前とまったく同じ世界を再現したいのだろうか』

災難が去ったら元通りになるに違いない、と私たちは思ってしまいますが、

ほんとうに以前と同じ生き方をしたいのでしょうか？ 何かをやり直せるの

ではないでしょうか？ そして同時にジョルダーノさんは、『コロナウイルス

が過ぎたあとも、僕が忘れたくないこと』をいくつも書き綴っています。コ

ロナ災禍のさなかで心にしっかりとどめること、この後にくる年月について

考えること、それは各人各様です。自分にしか発想できないこと、自分にし

か書けないことが、確かにあるのですね」（法政大学ＨＰより）自分の頭や言

葉でじっくりと考えてみる。たっぷりとある時間、時間を自由に使える貴重

な体験と捉えて、深く思索してみることも無駄ではないと思います。学びを

止めないことは大切ですが、時には哲学の時間を、運動の時間を、そして趣味や息抜きの時間を。 

これからの予定（４月 28日～） 
臨時休業が延長されたことにより、今年度の予定を大幅に変更していかざるを

得ません。部活動、生徒会諸行事、とんぼ祭、夏休み……、考えなければいけな

いことはたくさんありますが、とりあえず現時点で決めたことを。メール配信や

学校のホームページで既にお知らせしましたが、５月 19 日～21 日に予定してい

た中間考査は実施せず、授業に振替えます。従って一学期は期末考査のみの実施

となります。（３学年とも共通）なお、教科によっては休業明けに学習内容の定

着を確認するためのテストを行います。また、休業中 27 日～５月６日のオンラ

臨時休業中でも消毒 



イン授業等の予定や学習内容について、各学年特設ホームページに掲載しましたので確認してくだ

さい。今週前半に、学校からの連絡や新たな学習課題等を各家庭に郵送します。 

一斉休業中の学習指導についてのアンケート（４月 21日～） 
たくさんの保護者の皆様、生徒諸君に協力をいただいています。心より感謝いた

します。質問項目は、Zoom（遠隔会議システム）によるオンライン授業について、

YouTube による授業動画配信について、紙ベースの教材について、それぞれ意見や

感想を記述式で書いてもらい、学習面で困っていることや生活面で特に困っている

ことについても、自由に記載してもらいました。オンライン授業については、規則正しい生活の一

助になる、双方向の授業で質問ができる、友だちの様子がわかるといった数多くの評価をいただき

ましたが、一方でセキュリティへの心配（次第に強化はされていますが）やインターネット環境の

問題、人数制限の課題（23 日から 100 人までの上限は解除されています）等を寄せていただきまし

た。また YouTube による授業動画配信や紙ベースの教材についても、多くの評価とともにいくつか

の課題もいただきましたので、改善に向けて努力をしていきたいと思います。自宅での学習につい

ては、この三つの手段をうまく組み合わせて、それぞれに適した形で学びを進めていってもらえれ

ば、と思っています。今週からはオンライン授業と動画配信の更なる拡充を図り、生活が学校の時

間帯に近づくように時間割を組んでみましたので、活用してください。こういう状況になってみて、

リアルな対面による授業の効果、威力というものを改めて実感しています。教育は「本物」や「対

話」が大事ですね。当面は、その授業を補完する手段ということで、パソコンの得意な先生ばかり

でなく、苦手な先生も懸命に努力して授業や教材を作っています。生徒諸君も頑張ってください。 

 
今週の予定（臨時休業） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

２７ 月 臨時休業 学年会  

２８ 火   

２９ 水 昭和の日  

３０ 木   

5/ １ 金   

 ２ 土   

 ３ 日 憲法記念日  

 ４ 月 みどりの日  

 ５ 火 こどもの日  

 ６ 水 振替休日  

 ７ 木 学年会  

 


